
　

こ
の
日
提
出
し
た
署
名
は

平
成
23
年
５
月
16
日
か
ら
平

成
24
年
７
月
19
日
ま
で
集
め

た
も
の
で
、
同
協
会
に
署
名

を
提
出
す
る
の
は
今
回
で
３

度
目
。
こ
れ
ま
で
に
提
出
し ㈶日本ラグビーフットボール協会へ野田義和市長が署名を提出

聖地・花園で
ワールドカップ開催を!

た
署
名
は
今
回
の
も
の
を
含

め
る
と
６
万
２
６
４
７
人
分

と
な
る
。

　

署
名
を
受
け
取
っ
た
森
会

長
は
「
東
大
阪
市
で
は
誘
致

活
動
だ
け
で
な
く
、
ラ
グ
ビ

ー
普
及
活
動
も
積
極
的
に
行

っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
」

と
話
し
「
花
園
は
日
本
ラ
グ

ビ
ー
界
の
聖
地
で
あ
り
、
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
ま
わ
り
に

は
飲
食
で
き
る
広
い
ス
ペ
ー

ス
も
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
大
会
で
観
客
は
会
場
の

ま
わ
り
で
楽
し
ん
で
い
た
。

花
園
で
は
そ
う
い
う
こ
と
も

で
き
る
」と
続
け
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、野
田
市
長
は「
こ

の
署
名
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
を
花
園
で
見
た
い

と
い
う
市
民
の
思
い
で
す
。

今
後
も
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
花
園
で
開
催
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合

会
場
は
平
成
26
年
を
め
ど
に

決
定
さ
れ
る
予
定
で
、
同
市

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

誘
致
室
は
花
園
開
催
の
実
現

に
向
け
て
継
続
的
に
署
名
活

動
を
行
う
。

　

東
大
阪
市
松
原
南
２
の
同

市
立
児
童
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー（
ド
リ
ー
ム
21
）多
目

的
文
化
ホ
ー
ル
で
、
夏
休
み

特
別
展
『
紙
が
ヘ
ン
シ
ン
!?

ペ
ー
パ
ー
わ
ん
だ
ー
ら
ん
ど
』

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
親
子

連
れ
ら
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

９
月
２
日
ま
で
（
月
曜
日
は

休
館
）。
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
入
場
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）。
入

場
無
料
。

　

ド
リ
ー
ム
21
は
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

遊
具
を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
ホ

ー
ル
、
地
球
の
誕
生
か
ら
生

物
の
進
化
、
現
代
の
科
学
ま

で
を
体
験
し
な
が
ら
学
習
で

き
る
展
示
室
な
ど
を
備
え
た

複
合
施
設
。
毎
年
８
月
に
は
、

夏
休
み
特
別
展
と
し
て
親
子

で
楽
し
め
る
展
示
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
紙

が
ヘ
ン
シ
ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
紙
の
素
晴
ら
し
さ
や
不
思

議
さ
を
知
り
、
身
の
ま
わ
り

の
紙
に
つ
い
て
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
紙
に
ま
つ
わ

る
展
示
物
約
４
１
０
点
が
並

ぶ
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
で
は
、
高
さ
約
２
ｍ
の

「
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
滑
り

触って知ろう  紙の不思議

『紙がヘンシン !?
ペーパーわんだーらんど』開催

台
」や「
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
」

な
ど
強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
で

き
た
遊
具
を
楽
し
め
る
（
写

真
）。
ま
た
、紙
製
の
二
段
ベ

ッ
ド
や
勉
強
机
な
ど
を
そ
ろ

え
た
「
紙
の
子
ど
も
部
屋
」

　

大
規
模
災
害
時
に
多
数
の

死
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
を
円
滑
に
行
な
お
う
と
、

東
大
阪
市
は
大
阪
葬
祭
事
業

協
同
組
合
（
増
井
敬
司
理
事

長
、47
社
）と
の
間
で
協
定
を

結
び
調
印
式
が
８
月
１
日
市

役
所
で
行
わ
れ
た
。（
写
真
）

　

同
協
定
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
遺
体
の
安
置
場

所
不
足
や
遺
体
の
埋
葬
な
ど

に
苦
慮
し
た
自
治
体
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
同
市
に
お
い

て
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
専
門
知
識
と
経

験
を
備
え
た
同
組
合
か
ら
申

し
出
が
あ
り
締
結
さ
れ
た
も

の
。
同
組
合
は
府
内
で
は
池

田
市
、
羽
曳
野
市
、
八
尾
市

と
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
同
市
で
４
市
目
と
な
る
。

こ
の
日
締
結
さ
れ
た
協
定
に

よ
り
、
震
災
や
風
水
害
な
ど

の
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市

の
要
請
に
基
づ
き
、
遺
体
の

　東大阪市の野田義和市長が８月９日、財団法人日本ラグビーフットボール協会
（東京都港区）を訪れ、２０１９年に日本で初めて開催されるラグビーワールド
カップの試合の近鉄花園ラグビー場での開催をめざして集めた１万３９４人分の
署名をラグビーワールドカップ２０１９組織委員会副会長でもある森喜朗会長に
手渡した。（写真）

搬
送
や
安
置
ま
た
そ
れ
ら
に

必
要
な
葬
祭
用
品
の
提
供
な

ど
を
同
組
合
が
速
や
か
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た

必
要
が
あ
れ
ば
同
組
合
を
通

じ
て
全
日
本
葬
祭
事
業
協
同

組
合
連
合
会
へ
協
力
を
依
頼

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
日
調
印
式
に
出
席
し

た
同
組
合
の
増
井
敬
司
理
事

長
は
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

大
規
模
災
害
で
す
が
、
有
事

保
険
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
。

③
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

こ
と
。

動
産
（
預
貯
金
、株
、生
命
保

険
な
ど
）…
預
貯
金
な
ど
が

世
帯
で
３
５
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

不
動
産
…
世
帯
で
居
住
用
以

外
の
不
動
産
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。
居
住
用
の
土
地

に
つ
い
て
２
０
０
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】東
大
阪
市

福
祉
部
高
齢
介
護
室
介
護
保

険
料
課
▽
電
話（
０
６
）４
３

０
９―

３
１
８
８ 

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
６
）４
３
０
９―

３
８
１

４

　

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

著
し
く
困
難
な
第
一
号
被
保

険
者（
65
歳
以
上
の
人
）で
、

つ
ぎ
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
場
合
は
、
保
険
料
が

基
準
額
の
２
分
の
１
（
年
額

３
万
２
３
１
０
円
）
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

①
本
年
中
の
世
帯
全
員
の
収

入
が
下
記
の
表
の
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　

今
年
支
払
っ
た
入
院
中
の

医
療
費
は
全
額
、
家
賃
に
つ

い
て
は
年
間
最
高
24
万
円
ま

世帯構成
１人世帯
２人世帯
３人世帯

収入金額
１２６万円以下
１７６万円以下
２２６万円以下

※以下、ひとり増えるごとに収入金額に５０万円
　を加算

で
は
世
帯
の
収
入
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。（
領
収
書

等
の
コ
ピ
ー
を
つ
け
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
）

②
他
の
世
帯
に
属
す
る
人
の

税
の
扶
養
控
除
ま
た
は
医
療

介
護
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す

東
大
阪
市

「
災
害
時
に
お
け
る
遺
体
安
置
・

搬
送
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

大
規
模
災
害
に
備
え
て―

の
際
に
は
で
き
る
か
ぎ
り
市

か
ら
の
要
望
に
対
応
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
、
野

田
市
長
は
「
今
回
の
協
定
に

よ
り
市
民
が
求
め
る
安
心
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
一
層

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

同
協
定
の
有
効
期
間
は
協

定
締
結
日
か
ら
１
年
で
、
以

後
は
別
段
の
意
思
表
示
が
な

け
れ
ば
再
度
締
結
さ
れ
る
。

や
動
物
な
ど
を
模
し
て
作
ら

れ
た
紙
の
ア
ー
ト
作
品
の
展

示
の
ほ
か
、
紙
の
基
礎
知
識

を
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

紙
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
25
日
に
は
夏
の
星

座
や
惑
星
の
観
察
方
法
を
楽

し
く
学
ぶ
「
星
を
み
る
会
」

が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
現

在
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
夏

番
組
「
宇
宙
ペ
ン
ギ
ン
、
奇

跡
の
地ほ

し球
へ
」を
投
影
中
。９

月
２
日
ま
で
（
月
曜
日
は
休

館
）。
投
影
時
間
は
45
分
。
料

金
は
大
人
４
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円
、
４
歳
～
中
学

生
１
０
０
円
。

ドリーム21で夏休み特別展

　

大
阪
や
東
京
な
ど
で
大
阪

み
や
げ
専
門
店
と
し
て
「
な

に
わ
名
物
」を
販
売
す
る〝
い

ち
び
り
庵
〟
の
道
頓
堀
店
に

こ
の
ほ
ど
東
大
阪
コ
ー
ナ
ー

が
設
置
さ
れ
、
東
大
阪
市
の

ア
ピ
ー
ル
に
一
役
か
っ
て
い

る
。

　
〝
い
ち
び
り
庵
〟は
「
な
に

わ
名
物
」
を
販
売
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
阪
の
魅
力
や
大

阪
の
地
域
情
報
を
発
信
し
よ

う
と
平
成
５
年
か
ら
営
業
を

開
始
。
現
在
で
は
、
大
阪
市

内
に
４
店
舗
、
東
京
都
内
に

１
店
舗
を
構
え
て
い
る
。
道

頓
堀
店
の
店
内
に
は
、
大
阪

名
物
の
お
菓
子
や
お
好
み
焼

ソ
ー
ス
な
ど
数
多
く
の
商
品

が
並
ん
で
い
る
。

　

今
回
の
東
大
阪
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
は
、
東
大
阪
市
内
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
立
て
か

け
る「
ス
マ
ー
ト
ス
タ
ン
ド
」

な
ど
を
製
造
販
売
し
て
い
る

㈱
ハ
リ
タ（
善
根
寺
町
３
）の

張は
り
た田

忠た
だ
お雄

社
長
が
、
同
事
業

を
運
営
す
る
㈱
せ
の
や
（
大

阪
市
中
央
区
）の
野の

い
り杁

育い
く

郎ろ
う

社
長
に
「
い
ち
び
り
庵
に
ぜ

ひ
東
大
阪
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。
野
杁
社

長
が
了
解
し
、
こ
の
ほ
ど
東

大
阪
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

た
。

　

同
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
東
大

阪
市
の
モ
ノ
づ
く
り
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
市
作
成
の
ポ
ス
タ

ー
と
と
も
に
㈱
ハ
リ
タ
の
ス

マ
ー
ト
ス
タ
ン
ド
や
グ
リ
コ

の
お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
宮
本
順
三

さ
ん
の
記
念
館
「
豆お

ま
け
や

玩
舎
Ｚ

Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｏ（
ず
ん
ぞ
）」（
下
小

阪
５
）
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
が

並
ん
で
い
る
。

　
〝
い
ち
び
り
庵
〟道
頓
堀
店

を
訪
れ
た
野
田
市
長
は
「
な

に
わ
名
物
を
取
り
扱
う
こ
の

お
店
に
東
大
阪
市
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

東
大
阪
市
内
に
は
、
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
の
名
物
が
あ
り

ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
商
品

を
並
べ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
、
野
杁
社
長
は
「
東
大

阪
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
カ

レ
ー
パ
ン
な
ど
、
コ
ー
ナ
ー

に
相
応
し
い
商
品
を
今
後
も

探
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え

て
い
た
。（
写
真
）

　

㈱
せ
の
や
で
は
、
７
月
21

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
諸
国
漫

遊
大
阪
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
大
阪

市
中
央
区
難
波
千
日
前
）
に

お
い
て
も
東
大
阪
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
予

定
。

「
い
ち
び
り
庵
」に

東
大
阪
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

大
阪
み
や
げ
専
門
店

東
大
阪
市
を
ア
ピ
ー
ル



　

若
者
に
元
気
が
な
い
。
若

者
に
夢
が
な
い
。
こ
れ
は
現

代
社
会
が
抱
え
る
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
現
状
を
見
る
に
見

か
ね
て
一
人
の
経
営
者
が
立

ち
上
が
っ
た
。
株
式
会
社
リ

バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
代

表
取
締
役
、
戸
田
仁
司
さ
ん

五
輪
と
女
子
選
手

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

吉祥
コラム
21

　

９
月
に
入
っ
て
も
ま
だ
睡
眠
不
足
が
祟
っ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
忘
れ
が
た
い
17
日
間
で
し
た
。
数
多

く
の
歓
喜
と
失
意
の
物
語
を
生
み
出
し
て
ロ
ン
ド
ン
五
輪
は

終
わ
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
金
７
、
銀
14
、
銅
17
の
計
38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
国
別
の
金
メ
ダ
ル
数
は
10
位
で
、
目
標
の
「
世

界
５
位
以
上
」
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
総
メ
ダ
ル

数
は
史
上
最
多
と
な
り
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
６
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
ま
で
力
を
尽
く
し
た
選
手
た
ち
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。
選
手
に
と
っ
て
五
輪
の
メ
ダ
ル
は
終
着
点
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
引
退
後
の
人
生
は
長
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

ボ
ク
シ
ン
グ
男
子
ミ
ド
ル
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
村
田

諒
太
選
手
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
金
メ
ダ
ル
が
僕
の
価
値
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
が

僕
の
価
値
に
な
る
」

　

後
進
の
育
成
を
含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
で
培
っ
た
貴
重
な
経
験

を
社
会
に
還
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

今
回
の
五
輪
は
女
子
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
メ
ダ
ル

38
個
の
内
、
男
子
が
21
個
、
女
子
17
個
で
す
が
、
関
わ
っ
た

選
手
の
人
数
で
み
る
と
、
延
べ
84
人
の
う
ち
サ
ッ
カ
ー
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
が
53
人
と
圧
倒
的

で
し
た
。
そ
れ
は
昨
年
度
、
戦
略
的
に
女
子
を
強
化
、
支
援

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
結
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
徴
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
体
重
制
限
が
あ
る
競
技
で
頻
発
す

る
「
摂
食
障
害
、
無
月
経
、
骨
粗
し
ょ
う
症
」
で
す
。
食
事

制
限
に
よ
っ
て
体
重
・
体
脂
肪
が
減
少
す
る
と
排
卵
と
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
止
ま
り
無
月
経
に
な
り
、
栄
養
不
足
は

骨
密
度
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

五
輪
の
メ
ダ
ル
の
た
め
に
無
理
し
す
ぎ
る
と
、
選
手
生
命

ど
こ
ろ
か
イ
ノ
チ
そ
の
も
の
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
は
何
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
人
生
は
長
い
。
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
人
生

の
金
メ
ダ
ル
が
光
り
輝
き
ま
す
。

（
71
）だ
。
自
分
に
は
何
か
で

き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
抜
い
た
末
に
出
た
結

論
が
本
の
出
版
だ
。
自
ら
の

体
験
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

夢
を
叶
え
た
多
く
の
人
た
ち

の
体
験
を
集
め
収
録
し
た
。

そ
れ
が「
夢
を
語
り
、夢
を
追

え
ば
、
夢
は
実
現
す
る
」（
ド

三
野
郷
山 

三
寳
興
誠
院 

住
職

阿
闍
梨  

松
茂
良
興
真

【
日
々
の
こ
こ
ろ
が
け
17
】

自
分
の
心
を落ち

着
か
せ
る

　

地
獄
極
楽
こ
の
世
に
ご
ざ
る
と
申
し

ま
す
。
あ
る
人
は
極
楽（
幸
せ
）と
思
い
、

あ
る
人
は
地
獄
（
不
幸
）
と
思
う
。

　

皆
、
そ
れ
ぞ
れ
見
方
が
異
な
る
の
で

す
。
ま
た
、
あ
れ
ば
な
く
さ
な
い
よ
う

に
と
苦
を
作
り
、
な
け
れ
ば
欲
し
く
て

た
ま
ら
な
く
な
り
苦
を
作
り
出
す
。
実

は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
も
の
に
こ

だ
わ
っ
て
苦
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

少
し
も
こ
だ
わ
り
の
な
い
生
活
に
な

る
の
を
解
脱
と
い
い
ま
す
。
い
か
な
る

境
遇
に
お
い
て
も
自
分
の
心
を
落
ち
着

か
せ
れ
ば
、何
事
も
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
毎
月
第
３
日
曜
午
前
10
時
半
か
ら
祈
願
祈

　

祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
は
16
日
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

２―

３

電
話
（
０
７
２
）９
２
２―

３
９
３
３

ニ
エ
プ
ル
出
版
）
だ
。

　

こ
の
本
の
出
版
記
念
会
が

８
月
18
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王

寺
区
上
本
町
６

−

１

−

55
）

で
開
か
れ
、
約
１
０
０
人
が

集
っ
た
。

　

詩
吟
、
チ
ア
ガ
ー
ル
の
応

援
、
手
品
、
大
正
琴
な
ど
が

織
り
交
ぜ
ら
れ
、
賑
や
か
な

会
と
な
っ
た
。
お
礼
の
挨
拶

で
戸
田
さ
ん
は
「
若
者
に
夢

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
一
心
で
こ
の
本
を
書
き
出

版
し
ま
し
た
」と
熱
く
語
っ

た
。

　

本
書
は
全
国
書
店
で
発
売

中
。
定
価
１
０
５
０
円
（
税

込
）。
問
い
合
わ
せ
は
ド
ニ

エ
プ
ル
出
版（
☎
０
７
２

−

９
９
３

−

２
０
３
７
）へ
。

　

８
月
７
日
の
八
尾
市
倫
理

法
人
会
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
で
八
尾
オ
ン
ド
ル

パ
ン
施
設
長
の
徐ソ

正ジ
ョ
ン
ウ禹

さ
ん

（
57
）が
「
八
尾
オ
ン
ド
ル
パ

ン
誕
生
秘
話
」
と
題
し
て
講

話
し
た
。

　

現
在
、
日
本
各
地
で
高
齢

者
を
ケ
ア
す
る
施
設
が
作
ら

れ
て
い
る
が
、
在
日
コ
リ
ア

ン
の
高
齢
者
に
と
っ
て
は
利

用
し
に
く
い
。
差
別
に
よ
っ

て
い
や
な
思
い
を
し
、
通
わ

な
く
な
っ
た
高
齢
者
も
多
い
。

そ
ん
な
現
状
を
見
か
ね
て
、

徐
さ
ん
は
平
成
９
年
春
に
八

尾
オ
ン
ド
ル
パ
ン
を
立
ち
上

げ
た
。
朝
鮮
半
島
で
オ
ン
ド

ル
と
は
床
下
暖
房
の
こ
と
、

夢を熱く語る戸田仁司さん

　

平
成
24
年
度
日
本
学
生
経

営
学
会
夏
季
全
国
大
会
が
、

８
月
22
日
に
関
西
学
院
大
学

（
西
宮
市
上
ヶ
原
一
番
町
）で

開
か
れ
、約
70
人
が
集
っ
た
。

　

加
盟
大
学
の
関
西
学
院
大

学
、
大
阪
商
業
大
学
、
甲
南

大
学
、
福
岡
大
学
の
学
生
に

よ
る
発
表
に
加
え
、
見
学
校

の
神
戸
大
学
の
学
生
に
よ
る

発
表
も
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
。

　

関
西
学
院
大
学
の
大
貫
裕

也
さ
ん
、
中
本
正
純
さ
ん
、

山
本
泰
資
さ
ん
に
よ
る
「
日

本
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
東
南

ア
ジ
ア
生
産
に
お
け
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」。

　

大
阪
商
業
大
学
の
三
宅
秀

弥
さ
ん
、
森
康
平
さ
ん
に
よ

る
「
ト
ヨ
タ
か
ら
見
る
日
本

型
経
営
」。

　

甲
南
大
学
の
佐
藤
真
啓
さ

ん
、
辻
内
謙
次
朗
さ
ん
に
よ

る
「
日
系
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
の
再
構
築
～
イ
ン
ド

製
薬
産
業
と
の
協
力
」。

　

福
岡
大
学
の
宇
都
宮
涼
さ

ん
、
西
川
侑
助
さ
ん
、
山
口

恭
平
さ
ん
に
よ
る
「
立
ち
上

が
ろ
う
日
本
」。

　

関
西
学
院
大
学
の
安
田
聖

さ
ん
、
山
内
雄
飛
さ
ん
（
本

学
会
理
事
長
）に
よ
る「
合
弁

会
社
に
関
す
る
考
察
～
生
じ

る
内
的
な
ゆ
ら
ぎ
と
そ
の
解

決
」。

　

見
学
校
神
戸
大
学
の
橋
本

中川政雄さんが
ユーモアを交えて講演

たぶち経営倶楽部
第８回勉強会

「
夢
を
語
り
、夢
を
追
え
ば
、夢
は
実
現
す
る
」

出
版
記
念
会　

盛
大
に
開
か
れ
る

夏
季
全
国
大
会
が
開
か
れ
る力強く発表する山内雄飛さん

悠
さ
ん
に
よ
る
「
新
興
国
市

場
に
お
け
る
日
本
企
業
の
動

向
～
鉄
道
企
業
・
商
社
に
よ

る
海
外
事
業
展
開
」。

　

本
学
会
顧
問
で
大
阪
商
業

大
学
教
授
の
中
津
孝
司
さ
ん

（
51
）は
「
加
盟
大
学
を
増
や

し
て
、
全
国
大
会
を
よ
り
充

実
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。 

日
本
学
生
経
営
学
会

発表を熱心に聞く学生たち

自らの体験を通じて在日コリアン
高齢者問題を話す徐正禹さん

パ
ン
と
は
部
屋
の
こ
と
。
家

族
が
寄
り
添
う
温
か
い
イ
メ

ー
ジ
で
オ
ン
ド
ル
パ
ン
と
し

た
。
文
化
住
宅
を
改
造
し
た

施
設
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

物
と
は
違
い
、
落
ち
着
き
和

む
。

　

年
を
と
る
と
子
ど
も
の
頃

の
生
活
習
慣
に
戻
り
、
特
に

食
事
は
子
ど
も
の
頃
に
食
べ

た
物
し
か
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
。
韓
国
と
い
え
ば
焼
肉
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
は

よ
く
食
べ
る
も
の
は
山
菜
と

魚
だ
。
八
尾
オ
ン
ド
ル
パ
ン

で
は
山
菜
と
魚
を
中
心
と
し

た
韓
国
料
理
を
出
し
て
い
る
。

　

在
日
コ
リ
ア
ン
の
た
め
の

施
設
は
日
本
で
こ
こ
し
か
な

い
。
徐
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な

施
設
が
日
本
各
地
に
で
き
る

こ
と
を
夢
見
て
い
る
。

八尾オンドルパン
誕生秘話

徐正禹さんが講話

　

た
ぶ
ち
経
営
倶
楽
部
第
８

回
勉
強
会
（
田
渕
潤
一
さ
ん

主
催)

が
８
月
18
日
、
八
尾

市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で
開

か
れ
た
。
講
師
は
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
・
な
か
が
わ
代
表

で
元
気
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の

中
川
政
雄
さ
ん（
70
）。
テ
ー

マ
は「
や
っ
た
ら
や
れ
る
で
、

元
気
の
出
前 

～ 

組
織
を
伸

ば
す
リ
ー
ダ
ー
は
こ
こ
が
違

う
」。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
の
楽
し
い
講
演
を
、
約

30
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞

い
て
い
た
。

　
「
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

は『
ど
う
せ
』と
い
う
言
葉
を

使
わ
ず
、
常
に
前
向
き
。
大

き
な
声
で
挨
拶
し
、
印
象
付

け
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
中
川
さ
ん
は
分
か
り
や

す
く
話
し
、
あ
っ
と
い
う
間

に
２
時
間
が
過
ぎ
た
。

ユーモアを交えて講演する中川政雄さん


